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めざす生徒像：・自ら学び ・思いやりの心をもち ・心身ともに健康な生徒 

めざす学校像：・夢がもて ・安心できる ・開かれた学校 

 

学問の秋・読書の秋 

 １１月５日（木）から、下校時間が５時４０分に変わりました。早く帰宅できるよ 

うになりましたので、家庭学習や自主トレの時間を増やすなど、時間を有効に活用す 

ることが大切です。また、ゆっくり読書をする時間を１週間の中に組み込むこともおすすめします。 

 「人はなぜ学ぶのか」について全校朝会で話し、生徒たちにも考えてもらいました。 

吉田松陰は次のように述べています。 

「学ぶのは、知識を得るためでも、職を得るためでも、出世のためでもない。人に物を教えるため

でも、人から尊敬されるためでもない。自分のため。自分を磨くために学ぶのだ」 

 先日、ＰＴＡ県研究大会に雨貝副会長と参加したときの講演で、福島市にあるクラロンの社長は、 

①「脳の発達のため、大人になってからよく働く脳を作るため、また、集中力を養うため、」②「い

ろいろなことを学び、自分の知らない世界を知るため」③「将来の学びの基礎を作るため」に学ぶ 

と言っていました。 

 共通することは、「自分のため、自分のよりよい将来を切り開くために学ぶ」ということです。今、

勉強していることは、無駄ではありません。将来なりたい職業が見つかったとき、試験に合格し、資

格を取って、その職業に就けるような「学習のしかた」「集中力」「知識・知恵」が必要です。自分

の輝く未来のために、今から多くのことを学び、知恵をつけておくのです。今を大切にし、一生懸命

学習に励んでほしいと思います。 

 

思春期保健教室 

１０月２２日（木）、１年生を対象とした思春期保健教室を郡山市医療介護病

院の宗像初枝様と田村市保健福祉部の渡辺しめ子様をお招きし開催しました。 

「すべての赤ちゃんは愛されることが必要」というスライドから始まった保健教室。病院で経験し

たありのままの話を通して、心と体の成長について、今、理解しなければならないこと、考えなけれ

ばならないこと、大切にしなければならないことを学びました。 

 

福祉体験活動でいろいろなことを学びました 

１０月２２日（木）、第２学年を対象に福祉体験活動を「ときわ荘」で行いました。福祉や介護につ

いての説明を聞き、補助することなどを通して、相手を敬う心や笑顔になってもらう大切さなどを学

びました。生徒たちはグループごとに、折り紙やしりとり、歌、体操などを一緒にやり、たくさん会

話していました。ときわ荘の皆様、ご指導ありがとうございました。 

 第２学年だよりにも掲載されました生徒たちの感想の一部をご覧ください。 



 私には祖母がいて、父がもう 50 歳を越えています。祖母はまだまだ元気ですが、10 年後、20 年後に

は介護が必要となるかもしれません。そんなとき、私は何ができるのか考えていかなければならないと思

います。また、認知症の方や障害者の方の対応が難しく、将来に生かせるか不安ですが、今は高齢化社会

が進んでいるので、もっと、高齢者の方々への理解がないといけないなと今日、思いました。 

 僕がはじめに話した人は息子や家族の話をすると、涙を流してしまいま

した。入所して３年と言っていましたが、寂しさに慣れることはできないの

だと思いました。そして、最後、僕に「親は大切にしなさい」と言いました。

僕は本当に親を大切にしようと思いました。このことを忘れず、僕が親にし

てあげる側になった時に大切にしたいと思います。 

 歌の発表の後に、あるお年寄りが、「学生が歌を歌ってくれるのが嬉しい」

と言って、感動して泣いていたのが印象に残りました。僕は自分たちが真

剣に何かを取り組むことで、人の心を動かせるのではないかと思いました。 

ときわ荘では、人に合わせたご飯を作ったりしていて、すごいなと思いま

した。一人ひとりが個性的でお話をしていて楽しかったです。今回の福祉体

験で今の時代、介護は欠かせないなと思いました。将来は介護に関わる仕事

をしたいなと思いました。 

僕が感じたことは、自分も祖父母に介護をするときが何年か後にはくるの

かなと思いました。今は２人とも元気に動けます。しかし、年を取って少し

ずつ同じことを２回言ったり、耳が遠くなってきたりしています。今は車に

乗せてもらったりしていますが、将来は、自分がいろいろなことをしてあげ

られる側になりたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気をもらった都路地区音楽祭 

 １０月２３日（金）、都路地区音楽祭が開催され、都路中学校体育館に約６０名の保護者や地域の

方々にお出でいただきました。都路こども園、岩井沢小学校、古道小学校、都路中学校の子どもたち

が、元気よく太鼓や歌を披露しました。都路地区が今より少しでも元気になればという気持ちが伝わ

れば幸いです。 

 特別ゲストとして、ヴァイオリニストの大谷康子さん、ピアニストの小山ゆかりさんが登場し、バ

イオリン演奏をしていただきました。大谷さんは今年デビュー４０周年で、人気・実力ともに日本を

代表するヴァイオリニストです。有名な曲を子どもたちのそばで演奏していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２週目の主な行事予定 

９日（月）全校朝会、教育相談 

１０日（火）福島県学力調査（２年） 

教育相談 

１１日（水）教育相談 

１２日（木）教育相談 

１３日（金）避難訓練、 

下校１６：３０ 

 


